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各位 

 会 社 名 株式会社ＲＳ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ 

  代表者名  代表取締役社長          方   永義 

 コード番号   3445   東証プライム市場 

問合せ先  経営企画室長        田渕  勝也  

  電 話    03-5709-7685 

 

 

2025年12月期第２四半期 決算説明会 書き起こし公開のお知らせ 

 

当社は、2025年８月28日に開催しました「2025年12月期 第２四半期決算説明会」に関する書き起

こしを公開いたしましたので、お知らせいたします。 

当説明会では、決算概況についてご説明した後、お寄せいただいたご質問にお答えいたしました。

株主・投資家の皆様におかれましては、ぜひご覧いただけますと幸いです。 

 

記 

１． 決算説明会概要 

開催日時：2025 年８月 28 日 

説 明 者：代表取締役社長    方 永義 

取締役上席執行役員  遠藤 智 

     財務経理部長     河路 将人 

 

２． 資料格納先 

決算説明資料： 

https://contents.xj-

storage.jp/xcontents/AS02916/1a527eb3/37f8/494f/b869/e7848df617b1/140120250813540750.pdf 

アーカイブ動画は 2025 年９月５日に当社 WEB サイト IR ページに掲載予定です。 

 

以上 

 

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS02916/1a527eb3/37f8/494f/b869/e7848df617b1/140120250813540750.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS02916/1a527eb3/37f8/494f/b869/e7848df617b1/140120250813540750.pdf
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質疑応答 

 

Q1：中期経営計画の各セグメントの上期進捗状況を教えてください。 

A1：（遠藤） 中期経営計画のセグメントごとの内訳は開示しておりませんが、上期の事業環境はどのセ

グメントも悪くありませんでした。計画比ではプライムウェーハ事業が若干弱かったものの、それは半

導体関連装置・部材等事業のRSPDHの増収増益でカバーすることができました。 

 

Q2：中国子会社からの配当が定期的にあると前回の説明会で聞きましたが、今期もあるのでしょうか。 

A2：（遠路） 中国子会社からは基本的に年2回の配当があり、この第２四半期では今期１回目の配当を

受け取りました。 

 

Q3：補助金収入はいつまで見込めますか。また、金額は今後どのように変化しますか。 

A3: 遠路） 中国政府の方針によるので明確に長期的な見込みをお伝えすることはできませんが、しば

らくは同程度が継続すると想定しています。 

 

Q4：M＆Aについて今後の方針を教えてください。 

A4：（遠方 当社はM&Aを通じて成長してきた会社であり、今後もこれを武器に成長していきたいと考

えています。引き続き半導体関連を中心に検討し、その他 LEシステムのような新エネルギー関連など

も対象に考えます。チャンスがあれば積極的にグローバル展開をしていきたいと考えています。 

 

Q5：M＆Aは中国市場を中心に考えられますか。 

A5：（遠方 中国市場だけでなく、日本もメインに考えていますし、欧米等も検討しグローバルな展開を

していきたいと考えています。 

 

Q6：配当方針について教えてください。 

A6：（遠方 毎期の業績に応じての判断にはなりますが、増配を継続し今後も株主様への還元に努めたい

と考えております。しかし当社は成長フェーズであることから、現在は資金を配当以外にも設備投資や

M＆Aに使用し成長につなげたいと考えております。将来的な目標にはなりますが、配当性向 30％を達

成したいと考えています。 

 

Q7：サクセッションプランについてのお考えはありますか。 

A7：（遠方 2022 年に若手育成プランを策定し、これまでより若い世代を役員として抜擢いたしまし

た。また、藤）や路）のような役員、管理職に、中国、台湾、欧米のマーケットを一緒に見て回らせ、

普段から経営を勉強してもらっています。彼ら以外にもグローバルに活躍できる社員が複数おり、事業

を推進してくれていますので、当社には次世代リーダーとしてふさわしい人材が既にたくさんいると考

えています。 

 

Q8：株価についての見方と、もし株価対策があれば教えてください。 

A8：（遠方 自身 も現在の株価に決して満足しているわけではありません。会社の代表として、IR活動

などを通じて、実績が株価に反映されるよう日々努力を続けております。今後も皆様にご満足いただけ

るような活動をしてまいります。 

 

 



＜ウェーハ再生事業関連＞ 

 

Q9：ウェーハ再生事業の2025 年設備投資の状況を教えてください。 

A9：（遠藤） 2025年は三本木工場、台湾工場それぞれ月産2万枚の増産計画を公表しています。台湾

は第2四半期から増産が完了しており、三本木は下期から増産設備が本格稼働します。これにより、三

本木工場は月産 34万枚、台湾工場は月産29万枚の生産能力となります。 

 

Q10：ウェーハ再生事業の中長期的な事業環境についてどのように見られていますか。 

A10：（遠藤） 現点 での事業環境は非常に良く、この良好な状況は継続すると見ています。背景とし

ては、半導体市場の成長、特に国内外の半導体工場新設、AI 対応等半導体製造の技術革新、新製造装置

の導入が追い風となってまいります。こういった需要に対応するため、2027 年からは三本木の第７工

場、台湾の第２工場を稼働させ生産能力を増強する計画を公表いたしました。 

 

Q11：第 2四半期のウェーハ再生事業の営業利益率は直近数年の四半期実績の中でも低い水準となって

おり、低下傾向に見えます。原価率の高い販売ウェーハの比率が増加したことが要因の１つとのことで

すが、こうした傾向は今後も続くのでしょうか。 

A11：（遠藤） 再生ウェーハの営業利益率は安定して高い水準を維持しています。原価率の高い販売ウ

ェーハが増えたことで、セグメント全体の営業利益率は若干下がっていますが、これはニーズに応えた

結果です。この状況はしばらく継続すると思いますが、原価率の高い販売ウェーハの割合が大きく増え

ることはあまり考えていません。 

 

 

＜プライムウェーハ事業関連＞ 

 

Q12：説明にあったGRITEK の営業利益率が高い要因の１つ「生産性向上」とは具体的にどういうこと

ですか。 

A12：（遠藤） 過剰投資をせずタイムリーな投資ができていることで、設備は常に高い稼働率を維持し

ています。また、継続的なコスト削減施策や、原材料調達戦略、中国国内の優遇政策の活用も営業利益

率向上に貢献しています。 

 

Q13：プライムウェーハの競争環境、需要の見通しを教えてください 

A13：(方)今期の中国マーケットの競争環境は、前年より激化しています。しかし、当社の主力製品で

あるパワー半導体用をメインとした 8インチウェーハの落ち込みはあまりないと理解しています。環境

変化の激しい12インチウェーハに関しては慎重に設備投資をしており、現在の生産能力は11万枚で

あるため、大きな損失には至っておりません。 

 

Ｑ14：中国における12インチの市況感を教えてください。 

Ａ14：（遠藤） 中国内の12インチウェーハメーカー各社は品質向上、設備投資を凄まじいスピードで

進行しており、すでに市場が立ち上がり始めています。いずれは中国の方針として、国産ウェーハが優

先的に使われるようになると考えています。現点 ではまだ８インチがメインであるものの、2027 年

以降には12インチが８インチの需要を上回ると予測しています。 

 

 

 



Q15：12 インチ事業遠持分法適用子会社 SGRS の戦略と持分比率を引き上げた背景について教えて

ください。 

A15：（遠藤） 当社は 5,（6,（8 インチから量産してきた強みがあり、8インチでのパワー半導体用ウェー

ハの実績をベースに、まずは12インチのパワー半導体用ウェーハ遠IGBT等 を製品化しています。こ

れを基にメモリやロジック向けのボリュームゾーンへ進出する戦略です。2027年頃から中国国内で12

インチ市場が本格的に立ち上がると考えており、そのタイミングに合わせて設備投資を行います。 

遠方 当初はリスクを抑えて比率を調整していましたが、SGRSの品質が安定してきたため、リスクが

低いと判断し増資を実行しました。今後もマーケットと対話しながら、30万枚の設備投資に合わせて

比率を上げていくことも検討しています。 

 

Q16：中国における再生ウェーハの状況について教えてください。 

A16：（遠藤） 市場は徐々に広がっております。当社は2027 年頃の 12インチ市場拡大を見据えて設備

投資を行い、中国の再生ウェーハ需要を取り込む計画です。顧客は、ほぼ100%が中国国内の半導体ロ

ーカルメーカーです。 

 

 

＜半導体関連装置・部材等事業関連＞ 

 

Q17：１Q比 営業利益率 9.9 ポイント増の要因を教えてください。 

A17：（遠路） RSPDHの光ピックアップモジュールの生産と出荷を前倒しで行ったことで、生産効率が

上がり営業利益率上昇につながりました。 

 

Q18：RSPDHの状況をお伺いしたいです。 

A18：（遠方 今期の売上高目標100億円は達成できる見込みです。来期以降は事業内容を大きく変更

し、車載カメラモジュール事業をメインとする計画で、現在中国でのパートナーを探している状況で

す。 

 

Q19：LEシステムの状況をお伺いしたいです。 

A19：（遠方 バナジウムレドックスフロー用電解液の生産を続けながら、電気料金最適化コンサルティ

ングや蓄電池事業などにも注力しており、これらも順調に進捗しています。 

 

Q20：LEシステムに関して、バナジウムレドックスフロー用電解液の中国での展開を知りたいです。 

A20：遠方 今後は、電解液だけでなく、OEMでセルも作り、セットでの事業展開をしたいと考えてい

ます。現在建設準備中の徳州市の工場では主に電解液を製造します。その他にも中国工場の建設を検討

しており、そこでは原材料となるバナジウムを生成し、日本への輸入や他工場へ提供をしたいと考えて

おります。 

 

 

以上 

 

 

 


